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年次報告書2025

© WFP/Michael Tewelde発行：2026年7月　特定非営利活動法人 国際連合世界食糧計画WFP協会

https://ja.wfp.org/

〒220-0004　横浜市西区北幸二丁目8番4号　横浜西口KNビル17階
0120-496-819   受付時間 9:00～18:00 （通話料無料・年始を除く年中無休）

アンケートへのご協力のお願い
左の二次元コードから本報告書への率直なご意見・ご感想をお聞かせください。
回答は統計的に処理され、特定の個人が識別できる情報として公表されること
はございません。

年次報告書のバックナンバー、決算報告
https://ja.wfp.org/jawfp-annual-report
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ご寄付の活用事例
関連するSDGs

緊急支援 ウクライナ
国連WFPは、ウクライナで商業的な供給ルートが断たれ、食料の確保が不安な地域に食料ボッ
クスやすぐに食べられる食料を配布しています。各ボックスには、小麦粉、パスタ、オート
ミール、豆や肉の缶詰、ひまわり油、砂糖、塩など必
須の主食が約11kg入っています。これらの食料の
約80％はウクライナ国内で調達されており、地域市
場の支援にもつながっています。また、国連WFP
は地元のパン屋と提携し、焼きたてのパンを提供し
ています。
家庭への支援に加え、病院、介護施設、避難所、児童
養護施設などにも食料を供給しています。

学校給食支援 南スーダン
南スーダンは武力紛争、経済の低迷、気候変動による災害などの問題に直面し、何百万人も
が深刻な食料不安・栄養不良に陥っています。小学校の卒業率は女子が18％、男子が30％と
世界でも最低水準です。また、280万人の子どもが学校に通っておらず、うち53%が女子です。
国連WFPは、2025年に7つの州で485校に通う18
万9,000人に給食を提供しました。学校で調理され
た温かい食事と、穀物、豆類、栄養強化植物油、塩が
セットになった持ち帰り用食料を提供し、子ども 
一人当たり1日600キロカロリーを供給しました。
就学率が10％から17％に上昇し、平均出席率は目
標の80％を上回る86％に達しました。

母子栄養支援

自立支援

© WFP/Sayed Asif Mahmud

タジキスタン
タジキスタンでは、環境、食事、衛生、健康などさまざまな原因から5歳未満の子どもの2割 
以上が発育阻害に陥っています。
国連 WFP は、6カ月から59カ月の子ども3,700人以上に栄養価やカロリーの高い特別な 
栄養補助食品を提供しました。また、中度急性栄養
不良と診断された5歳未満の子どもを持つ3,000人
以上の母親には、幼児向けの適切な離乳食の選択肢
として、現地で入手可能な食品や季節に応じた食事
の選び方など、実践的な内容が示されたカレンダー
を配布しました。これにより、生後6～23カ月の乳
幼児に向けた食事の多様性が3割向上しました。

コートジボワール
アフリカ西部に位置するコートジボワールは、気候変動による影響を受けやすい地域であり、
生物多様性・農業・農家の生活に深刻な被害が及んでいます。この課題に対応するため、国連
WFPは、土地緑化・保護や水源へのアクセス強化な
どの環境保全活動を通じて人びとの日々の生活を
サポートしています。
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飢餓問題の周知活動

チャリティーイベント
～楽しみながら飢餓を考え、寄付へ～ イベント出展、講演

多くの方に世界の飢餓問題や国連WFPの活動を
伝えるため、外部イベントにブース出展しています。
また、教育機関や団体を対象に講演を
実施しています。2025年は延べ25回 
講演し、1,183名が受講しました。

紛争や自然災害が起きた時、 
いち早く被災した地域に入り、 
人びとに生き延びるための 
食料を届けています。

途上国の学校で子どもに給食
を届けています。学校で栄養
たっぷりの給食が食べられる
ことで、親は積極的に子どもを
登校させるようになり、子ども
も空腹に悩まされず集中して
勉強できます。

子どもたちの身体と脳が著しく 
成長する胎児から2歳に最適な
栄養を得ることが、その後の人
生の可能性を大きく広げます。 
国連WFPは、この重要な期間の 
妊産婦と乳幼児の栄養支援に 
力を入れています。

9億6,805万3,629円

（ 2025年における国連WFP協会から）国連WFP本部への送金額

（うちウクライナへ2,006万7,061円）

8億6,031万455円

（ 2025年における国連WFP協会から）国連WFP本部への送金額

（うち南スーダンへ3,051万5,030円）

（ 2025年における国連WFP協会から）国連WFP本部への送金額

（うちタジキスタンへ1,457万2,195円）

（ 2025年における国連WFP協会から）国連WFP本部への送金額

コートジボワールへ

3,000万円

参加者7,511人

寄付額約707万円
アフリカの子ども アフリカの子ども 

約約23.523.5万人に給食万人に給食

応募総数応募総数21,85421,854通通

寄付額約寄付額約131131万円万円
子ども子ども

約約4.34.3万人に給食万人に給食

WFPチャリティー エッセイコンテストWFPチャリティー エッセイコンテスト
エッセイ応募1作品につき給食2人分（60円）
が寄付協力企業より国連 WFP の学校給食
支援に寄付されます。2025年7月7日（月）～ 
10月20日（月）の期間に、「“すべての人に 
食べ物を”私ができること」をテーマにエッ
セイを募集しました。

WFPウォーク・ザ・ワールド
参加費の一部が国連 WFP の学校給食支援
に役立てられるチャリティーウォークです。
2025年に開催された「第9回アフリカ開発
会議（TICAD9）」のパートナー事業として、
5月11日（日）横浜、5月18日（日）大阪、6月1
日（日）名古屋で実施しました。

SNSでも情報を配信しています。

@jawfp_official

国連WFP協会

jawfp.official

YouTube	@jawafp_official

@jawfp_official

国連WFPは食料や現金、食料引換
券を配布するだけではありません。
職業訓練やインフラ整備などの対
価として食料などを支給すると 
ともに、中長期的には住民自身が 
災害に強い地域づくりや食料不足
の解消に取り組めるよう、後押しを
しています。

9,245万7,298円

遺贈寄付
将来遺される大切な財産や想いの活かし方として、
遺贈寄付という方法があります。国連 WFP 協会 
では、現預金をはじめ、不動産や有価証券などによる
遺贈寄付の相談も受け付けています。また、専門家
から遺贈寄付の方法や事例を分かりやすく解説する
遺贈寄付セミナーを定期的に開催しています。
遺贈寄付に共感された国連 WFP 協会アンバサダーである竹下景子さんに 
周知のご協力をいただいています。

レッドカップキャンペーン
～毎日のお買い物で学校給食を支援～

国連WFPが給食を入れる容器として使っていた赤いカップを目印に、「レッドカップキャンペーン」
に賛同する企業からキャンペーンマークのついた商品が発売 
されています（2025年末、68社が参加）。対象商品を購入 
すると、企業から国連WFP協会を通じて売り上げの一部が 
寄付されます。2011年から2025年末までに約3,656万人の
子どもたちに学校給食を届けました。

© Mayumi Rui

学校給食
支援

国連WFP本部に
送金

途上国の
子どもたち

国連WFP
協会

World Food
Programme

購入 販売

売り上げの一部を
国連WFP協会に寄付

個人 企業・団体

レッドカップキャンペーン
対象商品・サービス 対象商品はこちらから

https://www.jawfp.org/
redcup/



紛争や自然災害、異常気象、経済の不安定さが要因となり、

世界の飢餓人口は6億7,300万人（2024年）です。

飢餓のない世界を目指して活動する国連唯一の食料支援

機関である国連 WFP は、2025年には1億2,100万人の 

人びとに食料を届けました。

国連WFP協会は、国連WFPの日本における民間の公式

支援窓口として25年にわたり活動しています。

2025年 国連WFP本部への送金額

送金使途
■ 緊急支援　■ 学校給食支援　■ 母子栄養支援　■ 自立支援

「食料支援で世界に平和を」「食料支援で世界に平和を」
皆様のご支援に心より感謝申し上げます。皆様のご支援に心より感謝申し上げます。

国連WFPの活動はすべて、各国政府の拠出金や企業・団体、個人の皆様からのご寄付
によって支えられており、国連WFP協会は、日本における募金活動や企業・団体との

連携、広報活動を通じて、これらの活動を支援しています。
2024年の飢餓人口は6億7,300万人でした。「2026 Global 
Outlook」によると、2026年は約3億1,800万人が危機的な飢餓
水準、あるいはそれ以上の状態に陥ることが予想されています。 
しかし世界的な人道支援資金の減少により、国連WFPは支援 
対象者を約1億1,000万人に絞らざるを得ないと見通してい 
ます。厳しい状況下でも、国連WFPは、航空機や船舶、トラックな
どの輸送手段を含む物流ネットワークを駆使しながら、命と未来を 
守る食料支援活動を継続しています。
当協会は、「すべての人びとに十分な食料が行き渡ってこそ、 
真の平和が訪れる」との信念のもと、支援の輪をこれからも広げて 
いきたいと考えています。今後とも、一人でも多くの命と未来を 
守るため、皆様の変わらぬご支援を心よりお願い申し上げます。

特定非営利活動法人 
国際連合世界食糧計画 
WFP協会（国連WFP協会） 
会長

安藤 宏基

日本から
世界の飢餓をなくす
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両親の金婚式で味わった幸せな気持ちを少しでも
誰かにお裾分けしたくなり、ほんのささやかですが、
寄付させていただきました。（40代女性）

支援者の声
夫と幼い孫とともに、ハルキウ州のツィルク
ニ村で暮らしています。前線に近く、砲撃、
電気、寒さに毎晩、不安を抱えて眠りにつき
ます。働いているのは夫だけです。
国連WFPからの食料ボックス、パン、暖房
用のパレットがなければ、さらに生活を切り
詰めなければならなかったでしょう。
本当に大きな助けです。

現地からの声

登校時に朝食を食べていないこともありま
すし、学校まで遠いです。給食が本当に助か
ります。それがその日の一食になりますし、
時には私の一日唯一の食事になることもあ
ります。給食があるおかげで、子どもたちは
学校に行くようになります。給食がなければ、
学校に来ない子もいたかもしれません。
今では多くの生徒が登校しています。

Ⓒ WFP/Eulalia Berlanga© WFP/Sayed Asif Mahmud

現地からの声

日本の皆様から託された
深い想いを届ける。
2025年、国連 WFP 協会に寄せられた企業・団体、個人の皆様からのご寄付は 
24億6,413万870円に。このうち国連 WFP 本部への送金額は19億7,150万
2,345円で、緊急性の高い国・地域・プロジェクトや支援者の指定する国と地域を 
中心に活用させていただきました。

特定非営利活動法人 国際連合世界食糧計画WFP協会（国連
WFP協会）は、飢餓のない世界を目指して活動する国連唯一
の食料支援機関である国連WFPの、日本における民間の公式
支援窓口です。1999年に設立され、2005年より「認定 NPO 
法人」に認定されています。
国連WFPの活動はすべて、各国の政府の拠出金や、企業・団体、
個人などの寄付金でまかなわれており、国連WFP協会は民間
を対象とした募金活動や、企業・団体との連携、広報活動を通
して国連WFPの活動を支えています。

国連WFP協会への寄付額の内訳 国連WFP本部への送金額の内訳

19億7,150万
2,345円

母子栄養支援  5%
9,245万7,298円

学校給食支援

43%
8億6,031万455円

緊急支援

49%
9億6,805万3,629円

使途指定なし  1%
2,068万963円

自立支援  2%
3,000万円

総 額

24億6,413万
870円

個人  70%
17億2,343万5,149円

企業・団体  30%
7億4,069万5,721円

国連WFP本部との取り決め
により、寄付のうち80％は国
連WFP本部へ送金しており、
残り20％（上限）は国連WFP
協会の日本国内での活動およ
び運営管理費などに活用して
います。（2025年時点）

個人寄付者

52,503人
企業・団体

556
ボランティア

328人

学校給食支援学校給食支援

母子栄養支援母子栄養支援

© WFP/Damilola Onafuwa© WFP/Mehedi Rahman

© WFP/Derrick Botchway

緊急支援緊急支援

© Abdul Khalil Rahimi

送 金

寄付金は、国連WFP
協会を経由して国連
WFP本部へ送金され
ます。

調 達

輸送コストを抑えると同時
に途上国の農業を振興す
るために、食料は可能な限
り近隣地域から購入します。

輸 送

船やトラック、
航空機を使用
して食 料を輸
送します。

倉庫保管・品質管理

食料が確実に到着し、
保管されているかチェッ
クします。倉庫内の品
質管理も怠りません。

支援を必要とする
人びとへ

女性・子どもをはじ
め支援を必要とす
る人びとへ確実に
届けています。

19億7,150万2,345円

ウクライナ  ナタリアさん （緊急支援） 南スーダン  バキタちゃん （学校給食支援）

レバノン
緊急支援

20,584,191円

パレスチナ
緊急支援

114,022,376円

スリランカ
緊急支援
30,000,000円

キューバ
緊急支援
37,500,000円

ベネズエラ
学校給食支援
50,000,000円

シリア
緊急支援
30,000,000円

パキスタン
緊急支援
30,000,000円

カンボジア
緊急支援
30,000,000円

ウクライナ
緊急支援
20,067,061円

ソマリア
学校給食支援
60,000,000円

ミャンマー
緊急支援（ミャンマー地震）
125,800,000円
学校給食支援
30,000,000円

南スーダン
緊急支援
30,000,000円
学校給食支援
30,515,030円

スーダン
緊急支援
52,440,056円
学校給食支援
24,700,091円

ヨルダン
学校給食支援
135,483,691円
母子栄養支援
30,000,000円

マラウィ
緊急支援
30,000,000円

マダガスカル
緊急支援
30,000,000円 モザンビーク

緊急支援
40,000,000円エスワティニ

学校給食支援
30,000,000円

ネパール
学校給食支援
37,389,727円

ニカラグア
学校給食支援

38,000,000円

エルサルバドル
学校給食支援

30,000,000円

コンゴ共和国
学校給食支援

30,515,033円

カメルーン
学校給食支援

30,000,000円

マリ
学校給食支援

38,000,000円

ギニアビサウ
学校給食支援

60,000,000円シエラレオネ
学校給食支援

50,000,000円 リベリア
学校給食支援

28,692,302円

ガーナ
学校給食支援

28,692,302円

コートジボワール
自立支援

30,000,000円

トーゴ
学校給食支援

29,114,945円

グアテマラ
緊急支援

40,000,000円

エジプト
緊急支援

46,359,370円

ホンジュラス
母子栄養支援
9,179,056円

レソト
母子栄養支援

22,229,855円

ペルー
緊急支援

30,000,000円

ボリビア
母子栄養支援

16,476,192円

エクアドル
学校給食支援

40,000,000円 ザンビア
緊急支援
30,000,000円

ケニア
学校給食支援
30,515,030円

タジキスタン
母子栄養支援
14,572,195円

アフガニスタン
緊急支援
89,961,378円
緊急支援（アフガニスタン地震）
111,319,197円
学校給食支援
28,692,304円


